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　地方自治体が整備するインフラは地域に密着し
た身近なものです。上下水道、道路、公共施設の
新設や改修など、工事の情報はチラシや看板など
で周知に努め、ご近隣の皆さまのご理解とご協力
のもとで施工しています。事業費が数十億円規模
の大型インフラの建設の場合は、着工から供用の
開始までに長い時間を要することから、交通量の
多い道路、橋梁など広域に影響が及ぶものに関し
ては、周辺地域および道路利用者に、完成予定時
期のみならず、随時、工事の進捗情報をお知らせ
することも必要です。
　津駅の北側を東西に
結ぶ大谷踏切の拡幅事
業は、ＪＲと伊勢鉄道
側の踏切道の拡幅を終
え、列車接近時には警
報が鳴動し遮断機が作
動しています。しか
し、西側に隣接する近鉄架道橋の拡幅が完了して
いないため、まだ通行することはできません。
　踏切道と立体交差する近鉄架道橋の桁下には、
車道と歩道が分離され救急車の通行が可能な幅
10m高さ3.2mの空間を確保する必要があります。
総事業費約30億円の３分の２を投じる大掛かりな
工事となり、幅員2.5ｍの狭隘な踏切道のままでは
工事用車両の通行が困難だったことからＪＲ・伊
勢鉄道側の拡幅を先行させました。令和５年度は
線路を支える仮の橋桁の架設と旧橋桁の撤去を行
うとともに、新しい橋台の建設に向け旧橋台の撤
去工事を開始します。踏切西側の市道拡幅にも着
手し、令和６年12月の開通を目指します。
　現在、仮橋通行中の津興橋は、旧橋の橋脚６基
の撤去が昨春に完了しており、新橋の橋脚３基の
うちの１基が間もなく姿を現します。橋の架け替
えは河川内工事の施工時期が11月から４月の非出
水期に限られるため時間を要します。今年度は、
旧橋の橋台撤去と新橋の橋台設置に加え新橋上部
工の製作にも取りかかり、次の非出水期に残る２

基の橋脚を完了させます。新しい橋の開通は令和
７年10月となる見込みです。
　県管理の二級河川相
川では、頻発する流域
の浸水被害を受け、県
が下流から河道拡幅事
業を進めています。天
神川合流地点より上流
は、通称近鉄道路の新
相川橋の架け替えに要する巨額の事業費がネック
となって難航していましたが、事前防災対策とし
て国が集中的に補助する大規模特定河川事業への
採択が決定したことにより、架け替えが可能とな
りました。元は歩道が設置されていなかった新相
川橋を補完していた下流側の歩行者用の木橋・下
相川橋も老朽化により８年前から通行止めとなっ
ていますが、河川改修に伴い現位置での架け替え
は不可能になるため、新相川橋は２つの橋の機能
を集約します。市道塔世橋南郊線の幅員を７mか
ら9.5mに拡幅し2.5mの歩道を新設することと
し、津市は総事業費16.8億円のうち橋梁部にかか
る8.3億円の17.9%を負担します。
　令和元年に架け替えに着手して以来、県は事業
を強力に推進しています。年初に仮橋通行に切り
替わった新相川橋は、令和８年に、より安全で快
適に通行できる橋に生まれ変わる予定です。
　香良洲高台防災公園
は、海抜10mの高台上
部の面積5.4ヘクタール
が津波災害時の一時避
難場所となります。造
成中も地元の要望を取
り入れ、かたちにする
作業を積み重ね、この春、公園部分に休憩所と屋
内運動施設が完成し、屋内避難が可能となりまし
た。この先、グラウンドや広場の工事に取りかか
るとともに、避難者の生活用水にも使える耐震性
防火水槽を設置し、令和６年度の完成を見込んで
います。
　地上からは目にする
ことはできませんが、
雨水排水対策も着実に
進めています。半田川
田第１雨水幹線では、
管渠敷設のためのトン
ネルを掘り進める工事
を開始し、藤方第２雨水幹線でも、内径3.4mの巨
大管渠を1.5kmにわたって敷設するための立坑の
建設に着手します。令和８年度までに雨水管渠と
ポンプ設置工事を完了し、浸水のないまちを目指
します。
　都市インフラは、まちの安全と発展を支える基
盤であり、その整備は行政の責務です。確実な財
源の確保に努め、健全財政を維持しつつ、未来へ
の投資を展開してまいります。
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